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 【来週の予定】                                                     

日 曜 学年 １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ 

20（月） 全学年 光輝祭代休 

21（火） 全学年 後片付け 火③ 火④ 火⑤ 火⑥ 火⑦ 

22（水） 全学年 水① 水② 水③ 水④ 水⑤ 水⑥ 水⑦ 

23（木） 全学年 木① 木② 木③ 木④ 木⑤ 木⑥ 木⑦ 

24（金） 全学年 金① 金② 金③ 金④ 金⑤ 金⑥ 放課後 

※24（金）校内漢字検定 

mamas café 来週の日替わりランチ  

20 日（月） 21 日（火） 22（水） 23（木） 24（金） 

店休日 

鶏照り焼丼 

ひじき煮 

みそ汁 

キーマカレー 

サラダ 

ヨーグルト 

チキントマト煮

竹輪磯辺揚 

コンソメスープ 

オムそば 

ナムル 

みそ汁 

 

【今日のいいね

 

マーチングコンクールの九州大会が福岡国

際会議場で開催され、長崎県代表として出場

された創生館高等学校吹奏楽部の皆さんが、

本校体育館で大会前夜の練習を行いました。 

 その様子を拝見させて頂いたのですが、終始

感動の連続でした。わずか６分の本番にかける

高校生たちの美しい気迫に圧倒されて、あっと

いう間に創生館高の大ファンになっていました。 

 本番は同校の校長先生や先生方と一緒に観

たのですが、皆さん号泣しておられました。子ど

もたちにかける大人の崇高な想いの美しさが

身に沁みました。結果は見事金賞受賞。結果の

優劣よりもっと大切なものを学んだ気がします。 

 

無人島 

あなたがもしクラスの人たちと一緒に無人島に流れ着いたと仮定しましょう。もう

何日も食べ物を口にしていません。当然お腹が空いていますが、単純に空腹である

という事実以上に、このまま食べ物がないと命の危険にさらされてしまう事態です。 

 

そんな中、あなたは幸運なことに食べ物を発見しました。あなた一人だけなら救助

隊が来るまでの期間を生き延びることができる量です。しかしそれをみんなに分け与

えたとしたら、ほんの数食分にしかなりません。さてあなたはどうしますか？黙って独り

占めしますか？それならあなたは助かります。それともみんなに教えますか？教えたら

あなたは助からないかもしれません。まさしく究極の選択ですね(;´Д｀) 

 

これは誰にも正解などわからないと思います。私は今この瞬間ならば迷わずみん

なに教える方を選択します。しかし実際にその場面にいたとしたら、そんな冷静な判

断ができるでしょうか・・・すいません。ちょっとたとえ話が大きすぎましたね。話を光輝

祭に例えて考えてみましょう。あなたは光輝祭を楽しむ方法を見つけました。その情

報を自分だけで独り占めしますか？それともみんなに教えてみんなで楽しみますか？ 

 

光輝祭では別に命を問われることはありません。私はひとりでたくさん楽しむより、

みんなでちょっぴり楽しめるような『楽しさを分け合える』感覚を共有してほしいと心

から願っています。例えそれがルールとして設定されていなくても、自分と同じくらい

周囲を大切にできる感覚、それが本当の意味での『自由』なのです。あなたの自由

はあなたの聖域です。同じように他の誰かの自由も聖域なのです。自由と自由がぶ

つかってしまったら、お互いに対話を重ね、双方が納得できるように歩み寄ることが

大切です。光輝祭はそんな感覚を学びあえる絶好の機会なのです。楽しみましょう！ 

 


